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日本国外務大臣の岩屋毅です。私は今回、国際社会を分断から協調へと導くという考えの下、

中東地域のみならず、世界の平和、安定、そして繁栄に大きな役割を担うサウジアラビアを

訪問することとしました。 

 

サウジアラビアは、ムハンマド皇太子殿下のリーダーシップの下、「サウジ・ビジョン 2030」

に基づき、産業の多角化や脱炭素化を目指して経済社会の大規模な改革に取り組み、目覚ま

しい発展を遂げています。私の外務大臣としての初めての中東訪問として、サウジアラビア

を訪問できることは大変意義深いと考えております。 

 



日本とサウジアラビアは、今年外交関係樹立 70周年を迎える戦略的パートナーです。1955

年の外交関係樹立以来、両国関係は様々な分野で発展を遂げてきました。特に、日本の皇室

とサウジアラビアの王室との友好関係は、重要な柱となっています。 

 

長年にわたり我が国への安定した原油供給先となってきたサウジアラビアは、日本にとっ

て、エネルギー安全保障上、非常に重要な国であり続けてきました。 

 

日本は、自らの知見や先端技術の提供を通じて、「サウジ・ビジョン 2030」に全面的に協力

しています。エネルギーや産業の分野で両国が築いてきた友情と信頼は、水素・アンモニア

の利活用を含めた再生可能エネルギー、学術、エンターテイメント等、多岐にわたる分野で

の協力へと発展しています。 

 

柔道やサッカーといったスポーツの分野でも協力が進んでいるほか、両国の関係は高等教

育分野にも及びます。これまで多くのサウジ人留学生が日本で学び、現在これらの元留学生

は様々な分野で両国の懸け橋として活躍しています。 

 

４月１３日、日本では「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとした大阪・関西万博が

開幕しました。バドル・ビン・アブドゥラー・ビン・ファルハン文化大臣が基調講演を行っ

てオープンしたサウジアラビア・パビリオンは、外国のパビリオンとしては、今回の万博で

最大です。このパビリオンは、「より良い未来のために一緒に」のテーマの下、サウジアラ

ビアの過去、現在、そして未来を紹介するもので、既に大変な好評を博しています。大阪・

関西万博の後には、2030年のリヤド万博にバトンを渡すことになります。 

 

急速に変化する中東情勢の中、サウジアラビアは地域の安定促進に積極的な役割を果たし

ています。イスラエル・パレスチナ紛争の二国家解決に向けた国際会議の主催を主導したほ

か、スーダンにおける人道危機・紛争への対応においても仲介役を務めました。国際場裏に

おいても、ウクライナ情勢に関する協議の開催や関係者間の対話の場の提供など、重要な役

割を果たしています。 

 

地域の真の平和は、パレスチナ問題の解決なしには訪れません。二国家解決を支持する日本

の立場は揺るぎなく、信頼醸成やパレスチナの経済的自立について、今後も支援していく所

存です。 

 

日本は、歴史的にも米国や欧州諸国とは異なる独自の立場から、中東地域諸国と切れ目なく

良好な関係を築いてきました。また、国際社会の責任ある一員として、これまで、ＯＤＡの

実施や自衛隊要員の派遣に加えて、対話や人的交流の活性化等を通じて、中東地域の平和と



安定に、着実にそして大きく貢献してきました。これらの取組を通じて築いてきたアラブの

友人たちとの絆は、日本の外交資産となっています。 

 

その土台の上で、現下の厳しい情勢にあっても、緊張緩和や情勢安定化、さらには長期的な

平和の達成のため、外交努力を尽くしていきます。その際、Ｇ２０の一員であり、アラブ・

イスラム世界の平和と安定に主導的役割を担っているサウジアラビアとの連携は不可欠で

す。 

 

本年２月の外相級戦略対話の機会に、私はファイサル外務大臣と共に、両国首脳を議長とす

る戦略的パートナーシップ協議会を設置する覚書に署名しました。これは両国の未来に向

けた協力を両首脳の下でより一層強化するための重要な枠組みとなります。 

 

既に非常に高いレベルにある二国間関係の下、日本とサウジアラビアは、一層友情を深め、

国際社会の平和と安定そして両国の発展のために緊密な協力を更に推進できると確信して

います。サウジアラビアの春の砂漠に咲き誇る紫の花のように新しい時代の幕開けを迎え

る本年、これまでの７０年の歩みに敬意を表し、次の７０年、そしてその先の明るい未来に

向かって、共に歩んでまいりましょう。日本の外務大臣として、この関係の更なる強化のた

めに尽力していく決意です。 

 

* 岩屋毅氏は日本の外務大臣である。 
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